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音楽・ダンスから 
ヒトの心を探求する

Keeping fresh eyesKeeping fresh eyes   心理学研究　最先端心理学研究　最先端 若手の会企画

　「うちの犬は音楽を流すと，そ
れに合わせて踊るんだ」のような
ことを一度は友人から聞いたこ
とがあるかもしれません。また
InstagramやTikTokなどのSNSに
おいて，動物が音楽に合わせてダ
ンスをしているような映像を見た
ことがあるかもしれません。この
ような映像を見ると，「本当だ！
可愛い！」と思う人もいるでしょ
う。一方で「本当にダンスをして
いるの？ 音楽とは無関係に動い
ているだけではないの？」と思う
人もいるでしょう。
　この疑問に対して，ある研究グ
ループはYouTubeに投稿されて
いる“動物の踊ってみた”のよう
な動画を用いて「動物は音楽に合
わせて自発的にダンスをするの
か」を検討しました 1。その結果，
イヌも含めて多くの動物は音楽に
合わせたダンスをしていませんで
した。
　この研究が示唆することは，私
たちにとっては当たり前のように
存在している音楽に合わせたダン
スは動物全体ではあまり見られな
い行動だということです。つま
り，この行動のメカニズムやその
進化的起源を探求することはヒト
のヒトらしさを明らかにできる可
能性があり，心理学や近接領域で
は「感覚運動協調」や「リズムへ
の同調運動」などと呼ばれ，多く
の研究が行われています。

　リズムへの同調運動を研究する
上で頻繁に用いられる課題の一つ
に，「同期タッピング課題」とい
うものがあります e.g., 2。これは非
常にシンプルな課題で，提示され
るメトロノーム音に合わせて手指
でタッピングを行うというもので，
実際のダンスや音楽演奏とは異な
り，タイミングのズレなどをミリ
秒単位で容易に分析することがで
きます。
　この課題を用いることで，リズ
ムへの同調運動のさまざまな側面
が明らかになってきました。例
えば，「メトロノームに合わせて
タッピングをしてください」と
被験者に教示しているにもかか
わらず，ほぼ全ての被験者がメト
ロノームよりも数十ミリから数
百ミリ秒ほど早くタッピングを
してしまうことが知られていま
す（Negative Mean Asynchrony: 
NMA）3。NMAがなぜ生じるの
かに関してはさまざまな議論があ
るのですが，少なくともNMAが
生じているということは，ヒトは
メトロノームに対して反応的に
行動しているのではなく，メトロ
ノームの周期的なリズムを理解し
予測的に行動していることを示
します。一方で，例えばチンパン
ジーやラットに類似の課題を行
わせると，ヒトとは逆に，メトロ
ノームよりも数十ミリから数百ミ
リ秒ほど遅く運動することが報告

されています 4, 5。
　なぜ，ヒトは高度なリズムへの
同調運動を行えるのかについては，
未だに多くの議論があります。例
えば，発声学習とリズム同調仮説
では，リズムへの同調運動は声マ
ネ能力（発声学習）の副産物的
に獲得されたと考えます 6。また，
神経科学の知見では小脳にリズム
への同調運動を支える神経機構が
存在するということも示唆されて
います 7。そして，私たちの研究
グループは，音楽のような外的リ
ズムへの同調には，身体の内的リ
ズム（内受容感覚）が関与すると
いう仮説を立て，実験を行ってい
ます。このような知見を今後も積
み重ね，そして統合していくこと
が，ヒトの心を明らかにすること
の一助となることを期待していま
す。
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